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中学生との交流が幼児の遊び行動に与える影響

松村　京　子1）

〔論文要旨〕

　中学生との交流学習が幼児にとってどのような意味をもつのかを調べるために，交流時と通常時につ

いて，幼児の遊びの様子を観察し，ビデオ録画した。録画した遊び場面について，比較・分析を行った。

その結果，以下のことが明らかになった。①遊びは，「感覚」，「機能」，「模倣」，「受容」，「構成」，「接触」，

および「その他」に分類され，交流時には「機能」，「接触」遊びが，通常時には「構成」遊びが多くみ

られた。②交流時には通常時に比べて玩具などのモノを使わない遊びが多くみられ，さらに，幼児の喜

び表情の表出が多くみられた。③喜び表情の表出が多くみられたのは，交流時では「機能」，「接触」遊

びであり，通常時では「模倣」，「構成」遊びであった。
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1．背景と目的

　近年，中学生や高校生に乳幼児と関わる経験

をもたせるための交流学習が盛んに行われるよ

うになってきている。筆者らは，中学・高校生

がどのように乳幼児と関わるのか，対児行動の

分析を行ってきだ）一4）。そして，乳幼児に対し

てネガティブな感情をもち，学習開始時には幼

児と関われなかった生徒も，体験学習時間の経

過にともなって幼児と関わっている保育士や友

人をモデルとして学習し，養護的行動を出現さ

せてくることなどを明らかにした5）。中学・高

校生は親や友人とは異なる幼児を相手とするこ

とで，相手の要求していることや感情を知ろう

とし，それにあわせて行動しようとする。この

ような体験は，生徒の養護性の発達を促すこと

につながり，また社会的スキルを訓練する場と

しても，大変重要な役割を担っているといえ

る5｝。

　このように中学・高校生と幼児の交流は年長

者である中学・高校生の養護的行動を引き出

し，対児感情を好転させることが報告されてい

る6）7〕。では，年少者である幼児にはどのよう

な影響が及ぶのであろうか。これについての実

証的な報告は見られない。一般に，幼児に異年

齢のさまざまな人と関わる経験をさせることは

幼児の社会性を促すと考えられている。異年齢

の集団の中で遊ぶことによって，子どもは年上

の子，年下の子との関係のあり方を学び，媚び

ること，威張ること，優しくすること，答める

こと，約束を守ることなど，人との関わり方に

関するさまざまなことを体験し，身につける。

これは多くの大人が経験してきたことであり，

また社会のうちにも暗黙のルールのように存在

してきたものであろう。子どもは遊びの中で，

対人関係の能力，感情のコントロールの能力，

攻撃性をコントロールする能力などを発達させ

る。

　しかし，今日の子どもたちを取り巻く環境は

変化している。少子化の進行にともなうきょう
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だい数の減少や，交通事故・誘拐の危険が増し

て安心して遊べる場所が少なくなったことや居

住環境の変化によって，子どもの戸外遊びの機

会が得にくくなっており，異年齢集団で交流す

る機会も減っている8）。したがって，かつては

異年齢集団の中で自然に育まれていた社会的ス

キルを身につける機会も減少しているといえ

る。そして，対人関係の未熟さは，現在問題に

なっているいじめや不登校，学級崩壊，集団暴

力などにも通じるものである。そのような状況

下において，中学生と幼児との交流は，両者と

もに多様な対人関係を経験する貴重な機会とな

り，社会性の発達につながるものと考えられる。

　では，実際にどのような交流が行われている

のであろうか。中学生が加わることによって幼

児の行動はどのように変化するのであろうか。

中学生が参加した遊びは通常時の同年齢集団の

遊びと異なるのであろうか。あるいは，遊びに

は違いはなくその遊びの中での行動が異なるの

であろうか。そのような実態についての報告は

まだ見られない。そこで本研究では，幼児と中

学生との交流場面で，中学生が幼児の遊びに加

わることによって幼児の遊びが変化するのか否

か，変化するのであればどのように変化するの

かについて明らかにすることを目的に研究を

行った。

ll．対象と方法

1．観察対象

　神戸市立U保育所およびS保育所において，

3～6歳児を観察対象とした。両保育所は0歳

児から5歳児までのクラスがあり，U保育所は

12クラス，S保育所は11クラスである。3歳児，

4歳児，5歳児は，両保育所ともに各1クラス

（約20名）である。

2．中学生との交流時の遊びの観察

　2000年12月，神戸市立S中学校3年生が対象

児との交流学習を行った。交流学習の期間は2

日間，時間は午前8時20分から午後4時30分ま

でである。U保育所には生徒12名（男子5名，

女子7名），S保育所には生徒11名（男子4名・

女子7名）が訪問した。各生徒が入ったクラス

の幼児は約20名であった。交流学習は，保育所
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の1日の予定にあわせて行われ，生徒が関わる

幼児・関わり方・場所などは指定しなかった。

　2つの保育所それぞれに観察者2名が入り，

教室または園庭での自由遊び場面において幼児

と中学生が一緒に遊んでいる様子をランダムに

デジタルビデオカメラで撮影した。その際，ズー

ム機能を用いて，遊びに直接関与しない位置で，

2名の観察者が同時に同じ場面を撮影しないよ

うにした。交流学習は2日間，同じ生徒が同じ

クラスの配属であっため，2日間の交流学習の

うち初日のみを分析対象とした。観察時間帯は

9時から16時である。

3．通常時の遊びの観察

　2001年2月，上記の2つの保育所において特

別な行事がない日に，同じ観察者，同じ時間帯，

同じ方法で，幼児が遊んでいる様子をデジタル

ビデオカメラで撮影した。

4．幼児の行動の分析

　録画した行動場面の映像をコンピュータに入

力し，一つの遊びの開始（遊びの途中である場

合，撮影の開始）から終了までを1エピソード

として区切り（これを遊びエピソードとする），

動画ファイルを作成した。コンピュータ上で各

動画ファイルを何度も再生して幼児の行動を観

察し，遊びエピソードごとに遊びの継続時間・

状況説明・観察者の所見を記入したシートの作

成を行った。交流時の全エピソード数は126，

通常時の全エピソード数は81であった。また，

通常時には保育士を含んだ遊びエピソードが6

例含まれていた。遊びエピソードの持続時間は

交流時68．6±72．4秒，通常時77．8±70．0秒で

あった。

　次に，交流学習時と通常時の遊びエピソード

の各動画ファイルを再生し，1）遊びの種類，2）

遊びの中でのモノの使用の有無，3）遊びの中

での幼児の喜び表情の有無を分析の視点として

カテゴリー分析を行った。なお遊びエピソード

の開始と終了については撮影者2名，行動およ

び表情のカテゴリー分析については撮影者2名

と他1名の計3名で行った。コンピュータ上で

各エピソードの動画ファイルを繰り返し再生し

た。その際，動画を静止させたり，ゆっくり動
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かしたり，逆に戻したりして詳細に観察した。

判断が困難な場面については判別者3名が協議

し，カテゴリーの再確認を行いながら判別を進

めた。

　遊びの分類は，山下俊郎9）による，①感覚的

な遊び（感覚器官を使うことを中心にした遊

び〉，②機能的な遊び（手足や身体を動かすこ

とによって楽しむ遊び），③仮想的な遊び（模

倣的な遊びともいわれ，いわゆるごっこ遊びな

どの身辺生活を模倣し，想像力を働かせる遊

び），④受容的な遊び（身体的活動が比較的少

なく，どちらかといえば外界からの働きかけを

受け入れることを楽しむ遊び），⑤構成的な遊

び（ものを組み立てたり，つくり出したりする

過程や，その結果を楽しむ遊び），に分類した。

そして，山下9）の分類にはなかったが，交流学

習時に多く見られた，体に触れる遊び（接触遊

び）を加えて6つに分類し，いずれにも分類さ

れないものを，⑦その他とした。

　また，中学生との関わりを楽しいと感じてい

るか否かについて検討を行った。具体的には，

遊びの中で幼児が喜びの表情（笑顔，快の感情

を出していると思われるもの）を表出している

かどうかに着目し，分析を行った。

皿．結 果

2．遊びの中でのモノの使用の有無

　遊びの中でモノが使われているかどうかの比

較を行ったところ，通常時では，ほとんどの遊

びにおいてモノが使われていたが，交流時では

モノを使わない遊びも多く見られた（図2）。

3．幼児の喜び表情の表出

　遊びの中で，幼児が喜びの表情を表出してい

るかどうかを調べたところ，通常時に比べ，交

流時では幼児の喜び表情の表出が多く見られた

（図3）。

　次に，喜び表情表出時の遊びの分類を行った

ところ，通常時では『構成遊び』『模倣遊び』，

交流時には『機能遊び』『接触遊び』が多いこ

とがわかった（図4）。

N．考 察

1．遊びの多様化

　本研究結果から，中学生との交流時には通常

通常隔
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1．交流時と通常時の遊びの違い

　交流時の中学生と幼児の遊びと，通常時の幼

児同士・幼児だけの遊びの分類を行ったとこ

ろ，『感覚遊び』『機能遊び』『模倣遊び』『受容

遊び』『構成遊び』『接触遊び』が見られた（図

1）。通常時には『構成遊び』が多く，交流時

には『機能遊び』『接触遊び』が多く見られた。

　日感覚　■機能　■模倣　■受容　■構成　團接触　ロその他

　　r
・・zak　en－IEIB－Ez　s岬艘司

　　卜

1・kre圃舳噸翻
Oe／o　20C／le　40010　6001e　8001e　100010
　　　　　　　　　　　　　　　Pく．01

図1　通常時と交流時の遊びの違い

交流時 56．3

OOIe　20010　400！o　60010　80ele　100‘／lo

　　　　　　　　　　　　　　　Pく．01
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図3　喜び表情の表出
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図4　喜び表情表出時の遊び

時にあまり見られなかった『機能遊び』と『接

触遊び』が多く見られた。具体的には，中学生

の背中に幼児が乗る，中学生に毛布をかける，

背中に乗りかかり，中学生が振り向くと同時に

同じ方向に動いて隠れる，おんぶ，だっこ，肩

車などである。それは，中学生という存在があっ

てはじめて成立する種類のものである。つまり

『機能遊び』，『接触遊び』などの身体を使って

行う遊び，遊び相手の身体が自分より大きいこ

とで可能になる遊びである。また，身体を使う

遊びが多いということは通常時と比較して遊具

などのモノを使用しない遊びが多く見られたこ

とからもうかがえる。

　このように中学生が加わることで，幼児は通

常できない遊びが可能になり，遊びが多様化し

ているといえる。

2．接触遊びの意義

　交流時の遊びでは『接触遊び』が多く見られ

たが，これは愛着行動の一つである。十分な身

体接触と愛情を与えられ，情緒的欲求を満たさ

れた乳児は，愛情豊かな人間に成長するといわ

れる。ボウルビ・一．　10）　一一　12）は，鳥の雛と同様，人

間の乳児もまた，他個体との関係を築き維持し

ようとする行動傾向を生得的にそなえており，

それによって自らの適応や生存可能性をなんら

かの形で高めていると仮定した。ハーロー13｝の

子ザルを扱った一連の実験も，接触によって慰

めと安心感を与える存在に絶えず接触している

ことが栄養摂取とは全く別の意味で重要である

ことを示している。

　遊具を媒介しない遊びを「ことば・歌遊び」

と，身体を使って創り出される「からだ遊び」
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に分類した場合，母親は，このどちらかに偏る

ことはないが，父親には「からだ遊び」の方を

好む傾向があったという14）。本研究結果から，

幼児にとって普段体験できないような，危険だ

がスリルがあって面白い遊び，特に身体・運動

機能を使った「からだ遊び」を体験させてくれ

る存在として幼児が中学生を捉えていることが

わかる。幼児は通常の集団生活の中で，あるい

は家庭で十分に味わうことができない「からだ

遊び」を楽しみ，また指導的立場にある保育士

に対しては表出できない「からだ遊び」への欲

求を中学生に対しては素直に表出していたこと

がうかがえる。また，愛着行動という観点から

この遊びを眺めてみると，中学生が幼児に対し

て感受性をもち，侵害的でない存在であるとい

うことを幼児が感じ取ったからこそ，素直に欲

求を表出し，中学生を相互作用に巻き込んだと

いえる。

　ヒューマンエソロジストのアイブル・アイベ

スフェルト15）は，「なでる，軽くたたく，軽く

かく，てのひらを置く，胸に抱きしめる，抱く

といった行動は，普遍的な強壮性信号に含まれ，

母子間の信号レパートリーに由来する。これら

は気持ちをしずめる効果をもち，親密な気分に

する。」，「一般に順位の高い者が低い者に保護

と接触を与える。」と述べている。今回多く観

察された幼児と中学生との接触行動も，幼児自

身の気持をしずめ，安心感を得ることにつな

がっていることが考えられる。

　また，接触行動時の幼児に喜びの表情が多く

現れていたが，これは接触によって幼児が快感

を感じていることを示している。この接触によ

る快感はそれを生み出す行動にとって強力な強

化子となる16）。中学生との交流時に，幼児は接

触による快感が強化子となっておんぶ，抱っこ，

肩車などの行動を要求したと考えられる。

　通常時の保育士による絵本の読み聞かせ場面

では，幼児は保育士の対面に座って話を聴いて

いる。一方，交流時に中学生から絵本を読み聞

かせてもらう場面では，幼児は中学生の膝の上

に座ったり，後ろから背中に覆いかぶさったり

しながら聴いている。しかも，その身体接触は

幼児の方から積極的に行っている。幼児が中学

生に対して「甘えたい」という気持ちを身体を
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句目て表現し，中学生がそれを受け入れ，さら

に，幼児が「甘え」を受け入れてくれる中学生

の存在を敏感に感じ取っていると見ることがで

きる。本来，幼児は親に対して甘え行動として

の身体接触を行い，快感を感じる。その快感を

初めて出会った中学生からも体験し，その快感

を求めて『接触遊び』を要求したのかもしれな

い。一方で，中学生も甘えてくる幼児を可愛く

感じ，甘えさせてあげる快感を感じて，両者の

間に心理的交互作用が成立したのかもしれな

い。

3．機能遊びの意義

　中学生との遊びで『接触遊び』とともに多く

あげられたのが『機能遊び』である。『機能遊び』

は手足や身体を動かすことによって楽しむ遊び

である。ボールを蹴ったり，追いかけたり，フ

ラフープで遊んだりする遊びが多く見られた。

それらの遊びでは，幼児が中学生に対してボー

ルをぶつけたり，中学生を蹴ったり，追いかけ

たり，いたずらしたりする場面が多く，その場

面で中学生は幼児のいたずらを上手くかわして

いた。それが幼児には面白く，ますます幼児の

やる気をかきたて，中学生に向かわせていたと

いえる。例えば，追っかけ遊びでは，走る速さ

を加減して，いかにも幼児に捕まりそうな状況

にし，いざ捕まりそうになると急に素早く走り，

幼児から逃れるということを繰り返し，幼児が

くたびれてくると，捕まえさせるという行動が

中学生に見られた。また，ボールをぶつけられ

たときには，中学生は痛いという誇張した表情

や行動をし，ボールをぶつけ返すときには，い

かにも強く投げるという行動をとりながら，ゆ

るく，やさしく投げ返すという行動を示した。

幼児は通常時にはこのような遊びを経験するこ

とはほとんどない。素早く逃げる中学生を捕ま

えることができたことや，中学生から投げられ

たボールを上手く受けることができたことは，

幼児には嬉しく，達成感を感じさせるものと

なっている。それは，これらの遊びをしている

ときに幼児が喜びの表情を表出していることか

らも示唆される。そして，このことは幼児の自

己肯定感や自尊感情が育つきっかけとなり得

る。

小児保健研究

　麻生1のは「子どもが「遊び」を知るのは，そ

の子どもを相手にして周囲の大人（年長者）が

遊んでくれるからです。……誰か「遊び」を知っ

ている年長者がその子とたっぷり遊んでやれば

よいのです。「遊んでもらう」ということは「愛

される」ことです。「遊び」とは，幼児に対す

る大人の「特殊な態度」ニ「ある特殊な愛の形」

だと言ってもよいかもしれません。子どもたち

が可愛いから，大人は子どもたちを相手に「遊

び」始めるのです。たくさん「愛される」＝「遊

んでもらう」ことによって，初めて子どもたち

は自分自身で「遊べる」存在に成長していくこ

とができるのです。」と述べている。本研究に

おいて観察された中学生と幼児の遊びも，幼児

が「遊んでもらう」＝「愛される」ことが成り

立っており，これを経験した幼児たちはやがて

成長し，遊んでもらう立場から遊んであげる立

場へと転換していく。幼児たちにとっては貴重

な経験といえる。

　一方，この状況は，相手が幼児であることを

意識した中学生の養護的な行動によって成り立

つ。中学生や高校生にとってもこのように手加

減して幼児の遊び相手になることは幼児を可愛

く思える，嬉しいものであり，貴重な体験となっ

ている5）。

　また，幼児の協同遊びを相互的な意味の生成

と共有という観点，つまりコミュニケーション

の行為であるとみたとき，コミュニケーション

が成立するか否かは，その遊びの文脈や状況を

当事者同士が共有できる関係になっているかど

うかで決まってくる。そして，子ども同士では

了解不能なメッセージを大人が理解できるこ

と，あるいは，完全に理解できなくてもわかっ

たという合図を送ることでその子どもと一時的

なコミュニケーションが続くことはよくあ

る18）。交流学習で，中学生は幼児の送るメッセー

ジを一生懸命理解しようとして，幼児と関わっ

ている。このような普段経験することがない心

理的体験によって，生徒は人との関わり方の基

本を学び，そのことは生徒自身の養護性の発達

を促すことにつながる5）。そして，受け入れよ

うという中学生の姿勢が幼児にも伝わるから，

幼児はより自然に欲求を表出することができる

のではないだろうか。
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　以上のことから，中学生との交流学習の実施

によって，幼児の遊びが多様化し，『機能遊び』

や『接触遊び』が増加した。そして，それらの

中学生との遊びは，幼児に安心感を高めたり，

自己肯定感をもたせることにつながり，幼児に

とって人と関わる楽しさを学ぶ経験となってい

ることが示唆される。これらのことから，幼児

と中学・高校生との交流学習は，今までに報告

されてきた，中学・高校生への教育効果だけで

なく，幼児への効果も期待できることが明らか

となった。

　最後に，本研究をまとめるにあたりご協力いただ

いた山田　維さん，田中祐美子さん，神戸市教育委

員会井上裕美子先生，春豊子先生，中学校，保育所

の皆様に心から感謝いたします。
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